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大綱改定大綱改定大綱改定大綱改定にあたってにあたってにあたってにあたって    

 
文化は、豊かな人間性や感性、自尊心、創造性をはぐくみ、また、他

者に共感する心を通じて、他人を尊重する精神、利他心を培います。さ
らに、より質の高い経済社会への転換を促す原動力にもなります。 

 
県では、文化振興施策を力強く推進するため、平成 29 年３月、歴史と

芸術が息づく心豊かな文化の都・奈良県を目指し、本県の強みである
「歴史文化資源活用分野」と「芸術文化振興分野」に力点を置いた、「奈
良県文化振興大綱」を策定しました。 

また、令和３年４月に施行した「奈良県文化振興条例」では、「歴史文
化資源の継承及び活用」と「文化活動の振興」を両輪に、⼼豊かな県⺠
生活及び活力ある地域社会の実現を目指すこととしています。 

本条例の施行とともに、令和３年度は、文化振興施策を総合的かつ計
画的に推進していくため「奈良県文化振興戦略懇話会」における有識者
の会議（令和３年６⽉〜）や、反田恭平氏が代表を務めるジャパン・ナ
ショナル・オーケストラ株式会社（ＪＮＯ）との連携協定の締結（令和
４年２月）など、本県の文化振興を推進する出来事が多くありました。 

とりわけ、歴史文化資源の活用や芸術文化活動の振興により心豊かな
県⺠⽣活の実現に資するとともに、観光、産業等の分野と連携した地域
振興を目指す「なら歴史芸術文化村」がオープン（令和４年３月）し、
本県の文化振興は新たなフェーズに移行したと言えます。 

これを契機として本県文化振興の更なる充実を図るため、改めて文化
振興の意義を考え、それに相応しい大綱に改定することとしました。 

 
今回の大綱改定の要諦は、本県の文化振興の柱となる「文化財の保

存」、「文化資源の活用」、「文化活動の振興」という３つの要素に着目
し、それぞれの意義を具体化したことです。 
 
＜「文化財の保存」の意義＞ 

・文化財は、先人の文化活動の結晶として、日本の歴史・伝統・文化
等の正しい理解と将来の文化の充実・発展の基礎をなすものであ
り、大切に受け継いでいく。 
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・滅失・毀損のおそれのある文化財を保存し、歴史文化資源とするこ
とで、現在及び将来の活用につなげる。 

 
＜「文化資源の活用」の意義＞ 

・活用につながる文化財が歴史文化資源。 
・歴史文化資源は、過去、現在、未来を生きる人々の共通の財産、公

共財であり、積極的に活用すべきもの。 
・歴史文化資源との対話を通じてその本質的価値を理解し、先人から

の豊かな知恵と勇気を心の栄養として受け止め、心を耕し、自分た
ちの能力を引き出す。 

 
＜「文化活動の振興」の意義＞ 
・⽂化活動は、⼈間の成⻑や⼈⽣を有意義に過ごすためになくてはな

らないもの。 
・文化活動（鑑賞・体験、創作、表現、追求）を通じ、利他心や自尊

心、自分の想いを伝えていく力が育まれる。 
・自己実現や自己表現を体感していくことにより、心に栄養を与え、

内面を豊かにすることができる。 
・文化活動は、人々の心を耕し、よく生きる力を与える。 
 
そして、これら３つの要素の関連性に着目すると、先人の文化活動の

結晶が文化財であり、活用につながる文化財が歴史文化資源で、それは
人々の共通の財産（公共財）であり積極的に活用すべきものであるこ
と、歴史文化資源との対話により、心の栄養として受け止め、各人が能
力を引き出すことになること、歴史文化資源を活用することで心の栄養
となり文化活動がより豊かなものになることが認められ、３つの要素に
は、密接かつ重要な関連性が横たわっていると考えられます。 
 
以上により、「文化財の保存」、「文化資源の活用」、「文化活動の振興」

の３つの要素の固有の意義を踏まえ、従前の「奈良県文化振興大綱」を
「文化資源の活用」に対応した「奈良県文化資源活用大綱」と「文化活
動の振興」に対応した「奈良県文化活動振興大綱」の２つに分けるとと
もに、「奈良県文化財保存活用大綱」（令和３年６月策定）も合わせて体
系を整理しました。 
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これら文化に関する３つの大綱をもとに、歴史文化資源に恵まれた本

県の強みを生かし、幼少期から生涯を通じて文化に親しむことにより、
各人が心を耕し、生きる力を得て、豊かな人生を送ることのできる環境
づくりを目指し、本県独自の文化振興施策の推進に取り組んでまいりま
す。 
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第Ⅰ章第Ⅰ章第Ⅰ章第Ⅰ章    大綱の趣旨大綱の趣旨大綱の趣旨大綱の趣旨及び基本的な考え方及び基本的な考え方及び基本的な考え方及び基本的な考え方    

１．１．１．１．文化資源文化資源文化資源文化資源をををを活用活用活用活用するするするする意義意義意義意義    
    
    
    
    
    
    
    
    

奈良は、日本文化を代表する様々な文物の発祥の地であるとともに、
日本の国家としての基礎が築かれた場所です。 
我が国が国家としての礎を築き、新しい国としての歩みをはじめた遙

か古代において、本県の多くの地域が、日本の歴史を語り、考えるうえ
で欠くことのできない歴史的出来事の主要な舞台となりました。例え
ば、飛鳥宮や藤原京が営まれた飛鳥・藤原の地。天皇による集権国家が
この国で初めて形成された、いわば古代の「近代化」がなされた中心地
です。そして、遣隋使、遣唐使の派遣や渡来人の活躍等に見られるよう
に、古代東アジアにおける交流と文化の伝播の拠点でもありました。 

また、現存する日本最古の書物である『古事記』、我が国初の勅撰の
歴史書である『日本書紀』、現存する最古の歌集であり、古代の人々の
息吹を今に伝える『万葉集』には、いにしえの奈良をはじめとする全国
各地の原風景とそこに息づく多彩な物語が記されています。そのゆかり
の場所を訪れ、歴史のストーリーに身を委ねれば、今も記紀・万葉の世
界を追体験し、来し方の古代の風景が立ち現れてきます。 
このような歴史上の出来事のゆかりの場所や、⻑い歴史の中で培われ

幾世代もの先人たちがつないできた歴史上の産物は、現代を生きる我々
に豊かな知恵と勇気を与えてくれるかけがえのない資源です。 

このような歴史上の産物を歴史文化資源として捉え、現代の我々がこ
れら歴史文化資源との対話による本質的価値の理解を通じて、先人から
与えられた豊かな知恵と勇気を心の栄養として受け止め、心を耕し、自
分たちの能力を引き出すことで、今を「よく生きる」ということにつな

 活用につながる文化財が歴史文化資源。 
歴史文化資源は、過去、現在、未来を生きる人々の共通の財産、公共

財であり、積極的に活用すべきもの。 
歴史文化資源との対話を通じてその本質的価値を理解し、先人からの

豊かな知恵と勇気を心の栄養として受け止め、心を耕し、自分たちの能
力を引き出す。 
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がっていくと考えます。 
歴史文化資源は、過去、現在、未来を生きる人々の共通の財産、公共

財であり、一部の限定された範囲で活用されるのではなく、多くの方々
が深く理解し、積極的に活用していただくことが重要だと考えていま
す。歴史文化資源は、地域の財産、本県の財産、日本の財産であると同
時に、世界の人、そして未来の人々の財産であるべきです。 
私達には歴史文化資源の本質的な価値に触れ、その恩恵を享受したう

えで、未来へと確実につないでいく役目があります。 
本大綱では、歴史文化資源が有するこのような可能性を踏まえつつ、

現状と課題を分析し、歴史文化資源に恵まれた本県の強みを生かし、幼
少期から生涯を通じて文化に親しむことにより、各人が心を耕し、生き
る力を得て、豊かな人生を送ることができる環境づくりを目指して、本
県らしい活用施策のあり方を示しつつ、文化振興施策を力強く推進して
まいります。 
    
    
２．大綱が目指す姿２．大綱が目指す姿２．大綱が目指す姿２．大綱が目指す姿    
    
前述の「歴史文化資源を活用する意義」や、奈良県文化振興条例の趣

旨・基本理念を踏まえるとともに、本県が我が国の国家としての基礎が
築かれた場所、日本の文化の始まりの地であることを強く意識し、文化
の力をもって地域を活性化することを目指して、本大綱を策定するもの
とします。 

文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する
法律（令和２年法律第 18号）において、文化資源とは、「有形又は無形
の文化的所産その他の文化に関する資源」と規定されています。 

本県は、先史時代から古代を中心として、過去の人々の営みに関わる
領域の文化資源である「歴史文化資源」を数多く有しており、それら
は、本県の個性を形成する主要な要素であると考えます。 

このことから、本県の比類なき強みである「歴史」に焦点を当て、歴
史文化資源との対話により、その本質的価値の理解を通じて私たちが今
（現代）を生きる意味を考えていただくことを目的に、本大綱は主に本
県の歴史文化資源の活用に係る方向性や施策の展開について定めるもの
とします。 
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歴史文化資源の活用にあたっては、①歴史文化資源は公共財であり、
広く多くの人々に活用していただくべきものであること、②歴史との対
話、歴史からの恩恵を引き出すため、全ての歴史文化資源について、積
極的な活用を実践し、そのうえで多くの人々の理解を得た上で未来へと
つないでいくこと、③滅失・毀損のおそれのある文化財も存在するた
め、そのような文化財については、保存の観点で配慮すること、④形の
ない歴史文化資源は、その存在に気づき、掘り起こし、光を当て、活用
し続けなければ、次第に風化していく存在であるため、積極的な活用こ
そが継承につながること等を念頭に置き、課題の設定、施策の展開を行
います。 
 
 
３３３３．．．．対象期間対象期間対象期間対象期間    
 

令和５年４月１日から概ね５年間（第 2 期） 
    
    
４．大綱の位置づけ４．大綱の位置づけ４．大綱の位置づけ４．大綱の位置づけ    
    

本大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 13 年法律
第 162号）に規定する「地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関
する総合的な施策の大綱」のうち、「文化の振興に関する総合的な施策の
大綱」として策定するものです。 

また、文化芸術基本法（平成 13 年法律第 148号）第７条の２第１項に
規定する「地方文化芸術推進基本計画」にも位置づけて策定します。 

さらに、奈良県文化振興条例に規定する「基本的施策を総合的かつ計
画的に推進するための指針」でもあり、県が他に定める奈良県教育振興
大綱、奈良県文化財保存活用大綱及び奈良県文化活動振興大綱と並び立
ち、相互に補完するものです。 
     



 

10 
 

＜文化芸術基本法に規定される文化資源活用における県の役割＞ 
    
我が国の文化政策は、文化芸術全般にわたる基本的な法律として制

定された文化芸術基本法を頂点とする文化法制に基づき推進されてい
ます。 

文化芸術基本法は、その前文において、文化芸術について以下のよ
うに規定しています。 

・文化芸術を創造し、享受し、文化的な環境の中で生きる喜びを見
出すことは、人々の変わらない願いである。 

・文化芸術は、人々の創造性をはぐくみ、その表現力を高めるとと
もに、人々の心のつながりや相互に理解し尊重し合う土壌を提供
し、多様性を受け入れることができる心豊かな社会を形成するも
のであり、世界の平和に寄与するものである。 

・文化芸術は、それ自体が固有の意義と価値を有するとともに、そ
れぞれの国やそれぞれの時代における国⺠共通のよりどころとし
て重要な意味を持ち、国際化が進展する中にあって、自己認識の
基点となり、文化的な伝統を尊重する心を育てるものである。 
同法は、文化芸術に関する活動を行う人々の自主的な活動を促進す

ることを基本としながら、文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的
な推進を図り、⼼豊かな国⺠⽣活及び活⼒ある社会の実現に貢献する
ことを目的としています。 

また、同法第４条は、地方公共団体の責務について「地方公共団体
は、（同法の）基本理念にのっとり、文化芸術に関し、国との連携を図
りつつ、自主的かつ主体的に、その地域の特性に応じた施策を策定
し、及び実施する責務を有する。」と規定しています。 

 
＜教育基本法に規定される文化資源活用における県の役割＞ 

    
教育基本法（昭和 22 年法律第 25号）では、「個人の尊厳を重んじ、

真理と正義を希求し、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備
えた人間の育成を期するとともに、伝統を継承し、新しい文化の創造
を目指す教育」を推進しています。また、教育の目標として「伝統と
文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するととも
に、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこ
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と。」が掲げられており、教育と文化には強い関連があります。 
さらに、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律

第 162号）では、地⽅公共団体の⻑は総合教育会議を設置するととも
に、教育基本法第 17 条第１項に規定する基本的な方針を参酌し、その
地域の実情に応じた当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に
関する総合的な施策の大綱を総合教育会議と協議して定めることとさ
れています。 
そのため、本県では文化の振興に関する総合的な施策の大綱とし

て、本大綱及び奈良県文化活動振興大綱を、奈良県総合教育会議との
協議を経て策定します。 

 
＜奈良県文化振興条例に規定する文化資源活用における県の責務＞ 

    
本県では、令和３年３月に奈良県文化振興条例を制定し、同年４月

に施行しました。 
本条例では、「歴史文化資源の継承及び活用」と「文化活動の振興」

の２つ分野で文化の振興と地域振興を推進することを使命として、基
本理念や基本的施策を明らかにしています。 

第 4 条において、県は「条例の基本理念にのっとり、文化振興に関
する施策を総合的かつ計画的に実施する責務」を有することと規定
し、施策の実施にあたり、県は「県⺠、歴史⽂化資源の継承及び活⽤
を行う者、文化活動を行う者、教育機関、事業者、市町村、他の都道
府県、国その他の主体と連携し、及び協働する」ことを規定していま
す。 
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（主要な用語の定義） 
本大綱における用語は、条例の規定等を踏まえて、以下のように定義

します。 
 

・歴史文化資源 
文化資源とは、文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観

光の推進に関する法律において、「有形又は無形の文化的所産その他
の文化に関する資源」と規定されています。 

また、条例では、歴史文化資源とは、「有形又は無形の文化的所産
その他の文化に関する資源であって、歴史に対する認識を深めるも
の」と定めています。 

本大綱では、活用につながる歴史上の産物を歴史文化資源として幅
広く捉えます。滅失・毀損の恐れのある文化財についても、活用のた
めの確実な保護措置を施し、歴史文化資源として活用につなげます。 

本県の地域特性のある歴史に着目する観点から、歴史文化資源活用
施策で対象とする歴史文化資源は、概ね近代までのものを中心とし、
最も強みを発揮できる「先史時代から古代」にかかるものの活用に力
点を置くこととします。 
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第Ⅱ章第Ⅱ章第Ⅱ章第Ⅱ章    第１期（平成第１期（平成第１期（平成第１期（平成２９２９２９２９〜令和３年度）の成果と評価〜令和３年度）の成果と評価〜令和３年度）の成果と評価〜令和３年度）の成果と評価    

１．文化を取り巻く環境の変化１．文化を取り巻く環境の変化１．文化を取り巻く環境の変化１．文化を取り巻く環境の変化    
    
（１）社会情勢の変化 
①人口減少・少子高齢化 

本県の人口は令和４年 10 月１日時点の推計で 130.6万人であ
り、平成 12 年以降減少の一途をたどっています。全国的に見ても
人口の減少が進んでおり、今後もさらに減少する見込みです。ま
た、年齢別の人口を見ると、65歳以上の割合が増加傾向にある一
方、64歳以下の割合は減少し続けています。 

人口減少、少子高齢化の社会問題は、文化活動の担い手や文化
資源の継承者の不足など、文化振興の分野においても様々な影響
を及ぼしています。これからの文化振興を検討するにあたり、人
口構造の変化は常に意識しなければなりません。 
 

②新型コロナウイルス感染症の拡大 
令和２年頃から、新型コロナウイルス感染症が世界中で急速に

蔓延し、感染症拡大防止の観点から、人々は国外渡航だけでな
く、国内移動についても厳しい制限を受けることとなりました。
さらに、密閉空間・密集場所・密接場面のいわゆる「３密」を避
けることが推奨され、人々が集まる活動はほとんどできない時期
もあり、文化活動やイベント等は中止や延期に追い込まれる事態
となりました。 

このような状況を受け、中止・延期等を余儀なくされた文化に
対する関心と熱意を盛り上げるべく、国等による事業継続や生活
維持に係る支援、活動再開に向けた支援も行われてきました。 

感染対策を講じた文化イベントの実施や、イベントのオンライ
ン化等により、文化活動を再開する動きが活発化してきているも
のの、未だ新型コロナウイルス感染症は収束に至っておらず、文
化活動やイベント等は影響を受けている状況にあります。 
 

（２）国の動向 
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①文化芸術振興基本法の一部改正 
平成 29 年 6 月に文化芸術振興基本法が文化芸術基本法に改正さ

れ、年齢、障がいの有無又は経済的な状況にかかわらず、等しく文
化芸術の鑑賞等ができる環境の整備や、観光、まちづくり、国際交
流などの関連分野における施策との有機的な連携などの基本理念が
追加されました。 

 
② 文化財保護法の一部改正 

平成 30 年 6 月の一部改正（平成 31 年４月施行）では、地域にお
ける文化財の総合的な保存・活用を図るため、都道府県は文化財保
存活用大綱を策定できることとなりました。 

また、市町村は県の文化財保存活用大綱を勘案して、文化財保存
活用地域計画を策定し、国の認定を申請できることとなりました。   

さらに、個々の文化財の確実な継承に向けた保存活用を図るた
め、国指定等文化財の所有者又は管理団体は、保存活用計画を作成
し、国の認定を申請できることとなりました。 

令和３年４月の一部改正（令和３年６月及び令和４年４月施行）
では、幅広く文化財の裾野を広げて保存・活用を図るため、無形文
化財及び無形の⺠俗⽂化財の登録制度が新設されるとともに、地⽅
公共団体による登録制度が新設されました。 
 

③ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正 
平成 30 年６月の一部改正（平成 31 年４月施行）で、教育委員会

の所管とされている文化財保護の事務を、条例により地方公共団体
の⻑が担当することができるようになりました。 

また、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図る
ための関係法律の整備に関する法律（令和元年法律第 26号）によ
り博物館等の社会教育に関する教育機関も地⽅公共団体の⻑が所管
可能になりました。 

 
④文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関 

する法律の制定 
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令和 2 年 5 月 1日、文化観光拠点施設を中核とした地域におけ
る文化観光の推進に関する法律（令和２年法律第 18号）（以下
「文化観光推進法」といいます。）が施行されました。 

文化観光推進法は、文化の振興を観光の振興と地域の活性化に
つなげ、これによる経済効果が文化の振興に再投資される好循環
を創出することを目的とするものです。 

文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光を推進す
るため、主務大臣が定める基本方針に基づく拠点計画及び地域計
画の認定や、当該認定を受けた計画に基づく事業に対する特別の
措置等について定めています。 

 
（３）県の動向 
①文化財保護事務の知事部局への移管 

平成 31 年４月に施行された地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律の一部改正により、⽂化財保護事務を地⽅公共団体の⻑が
担当できることとなったことを受けて、文化財の保存と活用を一
体的に推進するため、県教育委員会事務局にあった文化財保存課
及び文化財保存事務所を知事部局に移管しました。 

 
②奈良県文化振興条例の制定 

令和３年３月に、本県の目指す文化振興について、基本理念を
定め、県の責務や関係者の役割を明らかにするとともに、歴史文
化資源の継承と活用及び文化活動の振興を施策の両輪とし、文化
振興に関する施策の基本的事項を定める条例を策定しました。 

 
③奈良県教育振興大綱の改定 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、教育におけ
る地方分権の一環として、知事が教育の振興に関する総合的な施
策の大綱を定められるようになり、令和３年３月に対象期間を４
年間とする第２期「奈良県教育振興大綱」を策定しました。 

 
④ 奈良県文化財保存活用大綱の策定 
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令和３年６月に、本県における文化財の保存と活用の基本的な
方向性を明確にするとともに、各種の取組の共通の基盤となるも
のとして、「奈良県文化財保存活用大綱」を策定しました。 
 
⑤奈良県文化振興戦略懇話会の設置・運営 

本県における文化振興に係る諸課題に対して広く意見を聴くこ
とで、その諸課題について総合的に検討し、文化振興に関する施
策を総合的かつ計画的に実施することを目的として、奈良県文化
振興戦略懇話会を設置し、令和３年度から運営を開始しました。 

 
 

２．第１期の課題２．第１期の課題２．第１期の課題２．第１期の課題    
 
奈良県文化振興大綱（第１期）の策定に当たっては、平成 29 年度か

ら概ね５年間を適用期間として、本県の強みである歴史文化資源を活用
した取組について、次のとおり課題を整理しました。 

 
（１）全庁的な歴史文化資源活用に関する施策推進 

全庁的に歴史文化資源を意識した取組を推進し、一元的に情報発
信を行うこと。 

全ての県職員が地域の歴史を意識した施策推進を行うような気風
を培うこと。 

 
（２）歴史文化資源に関する情報の集積 

歴史文化資源データベースを整備し、全庁的な施策推進の基礎と
すること。 

 
（３）歴史文化資源に関する説明手法の向上 

市町村等とともに歴史に関する説明力向上の取組を推進するこ
と。特に子どもにわかりやすい説明や人に感動を与えうる歴史の本
質に触れるような説明手法を確立すること。 

 
（４）歴史文化資源活用関連施設との連携 

県立及びその他の歴史文化資源活用関連施設が連携し、効果的に
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施策を推進すること。 
 

（５）取組実績の評価・共有 
取組の成果測定にあたっては、定量的評価とともに定性的評価も

採り入れ、総合的に評価を行うこと。また、評価を県⺠の皆さまと
共有することにより、文化振興への関心と行動を喚起し、ともに歴
史文化資源活用施策を推進すること。 

 
 
３３３３．第１期の課題に対する施策の方向性と成果．第１期の課題に対する施策の方向性と成果．第１期の課題に対する施策の方向性と成果．第１期の課題に対する施策の方向性と成果    

 
第１期では、課題を踏まえた施策の方向性に基づき、各種施策に取り

組みました。主な取組実績と成果は次のとおりです。 
 

（１）歴史文化資源活用分野の取組状況 
①施策対象のデータベース化 

施策の方向性 
 歴史文化資源の存在と分布が全県的に把握された状態の実現 
 特に、歴史文化資源に関する説明力向上に資する情報につい
ては、収集に留まらず、市町村、所有者、地域住⺠と連携し
て作成・編集した説明文も蓄積 

取組実績 
 「いかす・なら」データベ
ースなど、歴史文化資源の
存在と分布が全県的に把握
されるよう進めてきまし
た。 

 「なら記紀・万葉」ホームページの整備を行い、記紀・万葉
集に関する歴史文化資源情報の蓄積や、過去の事業のアーカ
イブ公開等を進めてきました。 

 市町村や地域のボランティアの方々と連携し、歴史文化資源
をテーマとしたイベントを開催しました。また、その内容を
動画配信等によりホームページで発信しました。 

 

「「「「いかす・なら」データベースいかす・なら」データベースいかす・なら」データベースいかす・なら」データベース    
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②補助金を通じた整備・活用の支援体系の再構築 
施策の方向性 
 特に価値の認められる歴史文化資源に対し、修理等必要な保
存措置を行い、物理的に維持し、活用する仕組みを構築 

取組実績 
 未指定文化財を含む歴史文化資源を用いた地域振興を図る取

組を支援するため、市町村や歴史文化資源所有者等へ補助を
実施しました。 

 市町村が歴史文化資源の積極的な整備・活用を進めるための
事業に対する補助を実施しました。 

 国指定及び県指定文化財について、所有者・管理者が行う修
理及び保存のための事業に対する補助を実施しました。 

 
③情報発信強化 

施策の方向性 
 効果的な発信手法や発信のための情報編集手法を確立し、市

町村や歴史文化資源所有者等、県以外の主体とともに発信 
 情報発信を効果的に進めるための各種プロジェクトの展開 
取組実績 
 市町村をはじめとする県内の歴史文

化資源活用関連施設の取組等を集約
し、より訴求力のある形に編集して
県内外へ発信しました。 

 『古事記』『日本書紀』『万葉集』
（以下、「記紀・万葉」という。）や
「飛鳥・藤原」をテーマとした講座
や講演会等を実施し、市町村やボラ
ンティア、各地域にお住まいの方々
と連携しながら各地域に有する歴史文化資源に関する情報発
信を行いました。 

 特別展「出雲と大和」をはじめとする首都園での情報発信、
「記紀・万葉」や世界遺産を PRするホームページ、歴史文
化資源を紹介するパンフレットの作成、世界遺産ジャーナル
の作成等、積極的に情報発信を行いました。 

R2.10.30R2.10.30R2.10.30R2.10.30「「「「飛鳥・藤原」世界遺産講演会飛鳥・藤原」世界遺産講演会飛鳥・藤原」世界遺産講演会飛鳥・藤原」世界遺産講演会    （奈良県（奈良県（奈良県（奈良県橿原文化会館橿原文化会館橿原文化会館橿原文化会館））））    
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 歴史文化資源活用関連施設を地域交流の拠点として、地域の
人に親しみやすい展示やイベントを実施しました。 
 

④国際展開 
施策の方向性 
 海外における日本文化の紹介や、海
外の文化遺産修復の研修等、文化に
関する国際交流及び国際貢献の推進 
 

取組実績 
 県内の複数の社寺が所有する仏像等

をフランスのギメ東洋美術館やイギ
リスの大英博物館で展示するなど、世界に向けて日本文化の
源流である奈良の奥深い魅力を発信し、本県の歴史文化資源
を活用した国際展開を図ってきました。 

 
⑤地域交流 

施策の方向性 
 地域において県⺠が歴史⽂化資源に親しみ学べる取組の実施 
 歴史文化資源活用関連施設における地域交流の拠点施設とし

ての効果的な運営 
取組実績 
 公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協

力事務所（以下、「ＡＣＣＵ奈良事務所」という。）への支援
を通じた地域交流として、県内高校生を対象に、世界遺産に
関する事業（世界遺産教室）の実施を通して、文化遺産の大
切さについて理解を深める機会を提供しました。 

 文化財修理・修復体験事業を実施し、地域の宝である歴史文
化資源について、多くの方々が実際に触れ、学び、理解する
機会を創出しました。 

        

R1.10.3R1.10.3R1.10.3R1.10.3〜〜〜〜11.2411.2411.2411.24 奈良の奈良の奈良の奈良の仏像海外展示仏像海外展示仏像海外展示仏像海外展示    （大英博物館）（大英博物館）（大英博物館）（大英博物館）    
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⑥人材育成 
施策の方向性 
 歴史文化を継承する担い手としてのプロ人材の育成、一般の

方々の機運の醸成 
 県庁職員が地域の歴史を踏まえて業務を進めることができる
仕組み、組織体制の構築 

 学校教育において、郷土の歴史文化や自然、人々との触れ合
いを生かした学習の推進 

取組実績 
 文化財建造物の保存修理現場においてインターンシップを実

施しました。 
 奈良大学と共催で全国の高校生が調査・研究した歴史・地理

の研究レポートを募集し、優れたレポートをまとめた高等学
校の代表者を奈良大学へ招待する催しを実施しました。 

 小学生が「記紀・万葉」などに楽しみながら親しめるよう課
外学習として県職員による参加体験型イベントを実施しまし
た。 

 
⑦他の行政分野における歴史文化資源活用の観点への留意 

施策の方向性 
 文化と文化財を所管する部局のみに留まらず、行政各分野に

おいて歴史文化資源活用の観点を意識した施策の継続実施 
取組実績 
 文化と文化財を所管する部局のみに留まらず、観光やまちづ

くり担当部局とも連携し、歴史文化資源を題材とした菊人形
展や、聖徳太子没後 1400 年など歴史文化資源関連テーマに
よるキャンペーン展開等、歴史文化資源活用の観点を意識し
た施策を継続して実施しました。 
 

（２）数値目標の状況 
歴史文化資源の活用に関する成果及び行動目標の状況は次のとお

りです。 
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、歴史文化資

源活用関連イベントの中止や延期、規模の縮小、関連施設の休館や
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利用制限等を余儀なくされたことなどにより、目標の達成が困難な
状況となりました。今後は、そのような状況下にあっても歴史文化
資源の活用を積極的に推進するため、デジタル技術の活用等による
情報発信等切れ目のない歴史文化資源活用の取組を実施していく必
要があります。 

 
【成果目標】県⺠が、歴史を通して地域の⽂化への理解を深め、奈良県
や身近な地域への愛着を感じている状態の実現 
〈成果指標〉県⺠アンケートにおいて、将来的に奈良県に「ずっと住み
たい」または「一度は県外に出ても、奈良県に戻って住みたい」と答え
た理由として、 
① 「奈良県や⾝近な地域に愛着を感じるから」を挙げる県⺠の割合を

50％に高めます。 
② 「世界遺産や文化財などが多く、歴史的な雰囲気を感じるから」を挙
げる県⺠の割合を 40％に高めます。 

 
成果指標①の状況 H28 年度 ↘ H29 年度 ↗ H30 年度 ↗ R 元年度 ↘ R2 年度 ↘ R3 年度 44.4％ 42.0％ 42.8％ 43.3％ 41.3％ 40.9％ 

 
成果指標②の状況 H28 年度 ↘ H29 年度 ↗ H30 年度 ↘ R 元年度 ↗ R2 年度 ↘ R3 年度 35.9％ 34.8％ 37.0％ 33.2％ 36.0％ 33.6% 

  指標①については、平成 29 年度から令和元年度にかけて数値が上昇
したものの、令和２年度から令和３年度は数値が下降し、目標値を達
成できませんでした。 

  指標②については、平成 29 年度から令和３年度まで上昇・下降を繰
り返し、目標を達成できませんでした。 

    
【成果目標】県⺠が、地域の⽂化的環境に対して満⾜している状態の実
現 
〈成果指標〉県⺠アンケートにおける、県⺠の⽣活に関する項目の満⾜
度について、 
①「文化遺産や史跡が大事にされていること」の平均点数（５段階評価
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５点満点）について 3.5 点以上を維持します。 
②「自分が住んでいる地域に活気があり、魅力のある地域になっている

こと」の平均点数（5段階評価 5 点満点）について 3.0 点に高めます。 
成果指標①の状況 H28 年度 ↘ H29 年度 ↘ H30 年度 ↗ R 元年度 ↘ R2 年度 ↗ R3 年度 3.58 3.55 3.51 3.57 3.51 3.57 

 
成果指標②の状況 H28 年度 ↗ H29 年度 ↘ H30 年度 ↗ R 元年度 ↗ R2 年度 ↗ R3 年度 2.69 2.73 2.69 2.72 2.73 2.76 

指標①は、平成 29 年度から令和３年度まで、毎年度目標を達成する
ことができました。 

指標②は、平成 29 年度から平成 30 年度にかけて下降したものの、
令和元年度以降は上昇を続けて目標値に近づいています。 

 
【成果目標】奈良県の歴史や芸術の魅力を動機として、訪問や周遊、観
光が盛んに行われている状態の実現 
〈成果指標〉県⺠アンケートにおいて、親せきや友⼈、知⼈等をもてな
すため、観光やレクリエーションを目的に奈良県各地域を訪問する場合
の訪問目的として、 
① 「歴史や文化財に触れる（社寺、世界遺産など）」を挙げる割合につい

て 70％以上を維持します。 
② 「伝統行事・イベント・祭り」を挙げる割合について 30％に高めま

す。 
 
成果指標①の状況 H28 年度 ↘ H29 年度 ↘ H30 年度 ・ R 元年度 ↘ R2 年度 ↘ R3 年度 72.6％ 68.5％ 68.1％ ― 67.5％ ― 
 
成果指標②の状況 H28 年度 ↘ H29 年度 ↘ H30 年度 ・ R 元年度 ↘ R2 年度 ↘ R3 年度 26.8％ 24.7％ 23.2％ ― 22.1％ ― 

指標①、指標②ともに目標を達成することができませんでした。 
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【行動目標】本県の歴史や文化の情報が盛んに利活用されている状態の
実現 
〈行動指標〉県が運営している歴史文化資源活用に関するホームページ
「奈良県文化資源データベースホームページ」アクセス数を年間 30万件
以上に高めます。 

 
行動目標の状況 H28 年度 ・ H29 年度 ↗ H30 年度 ↗ R 元年度 ↗ R2 年度 ↗ R3 年度 ― 66,348 件 104,158件 234,111件 431,474件 857,179件 
毎年度、ホームページへのアクセス数が増加しており、令和 2 年度

以降、目標を達成しました。 
 

【行動目標】歴史文化資源の説明について、わかりやすく親しみやすい
説明手法が確立されている状態の実現 
〈行動指標〉説明力の高い歴史文化資源の説明文が、「奈良県歴史文化資
源データベース」に 200件以上蓄積されている状態を実現します。  

 
行動目標の状況 H28 年度 ↗ H29 年度 ↗ H30 年度 ↗ R 元年度 ↗ R2 年度 → R3 年度 200 件 260 件 350 件 370 件 390 件 390 件 

平成 29 年度以降、190件のデータの追加を行い、令和 3 年度現在で
390件のデータを蓄積しました。 
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第Ⅲ章第Ⅲ章第Ⅲ章第Ⅲ章    現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題    

本県では第Ⅱ章のとおり、様々な施策に取り組んできましたが、未だ
以下の課題を有していると考えます。第２期ではこれらの課題解決に向
け、基本目標を掲げて取り組みます。 

 
１．１．１．１． 現状と現状と現状と現状と課題課題課題課題    

    
（１）歴史文化資源の掘り起こしと情報の蓄積 

我が国の歴史の始まりの地であり、比類の無い豊かな歴史に彩ら
れた本県は、我が国における歴史文化資源の宝庫といえる特⻑を有
しています。これらの歴史文化資源は、先人の文化活動の結晶であ
り、先人の豊かな知恵と勇気が宿ったかけがえのない文化資源で
す。このような歴史文化資源の本質的価値を理解し、先人の知恵と
勇気に触れることは、現代に生きる私たちにとっても、心の栄養と
なり自分たちの能力を引き出していくことにつながります。 

歴史文化資源の本質的価値を理解するためには、それらの歴史文
化資源が成立した時代背景や社会的背景、制作者の意図や想いな
ど、様々な情報を複合的に捉え、各人が主体的に歴史文化資源と対
話し考えることが必要です。多くの方々に本県の歴史文化資源の本
質的価値を理解いただくため、それら歴史文化資源の掘り起こし
と、歴史文化資源に関する多様な情報の蓄積を行い、世界を意識し
た多角的な発信を進める必要があります。 

国宝・重要文化財等に指定された周知の文化財はもちろん、各地
域で大切にされ、受け継がれてきた地域の歴史文化資源も本県の特
質を語る上で欠くことのできない貴重な存在です。未だ広く知られ
ていない地域の歴史文化資源についても、その掘り起こしを行い、
活用につなげていく必要があります。 

  
（２）歴史文化資源の次世代への継承と積極的活用 

文化財は、歴史文化資源として広く活用されるべきものです。現
在・未来に生きる多くの人たちが、広くその恩恵を受けて、個々の
歴史文化資源の価値を認識し、共有してこそ、世代を超えて着実に
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継承されていくものであると考えます。文化財を活用することなく
単に保存を行う凍結保存ではなく、歴史文化資源として捉え、積極
的に活用していくことが必要です。 

なお、歴史文化資源を積極的に活用すると同時に、滅失・毀損の
恐れのある文化財については、確実に次世代へと継承できるよう十
分な保存措置を施す必要があることを常に配慮する必要がありま
す。 

一方、無形の文化財、歴史的書物の内容、歴史上の人物の伝記、
歴史的な出来事の故地、古い地名などの形の無い歴史文化資源は、
その存在に気づき、掘り起こし、光を当て、活用しつづけなけれ
ば、次第に風化していく存在です。形の無い歴史文化資源について
は、より積極的に活用していくための機会の創出が必要です。 
若年世代の歴史への関心の低さも課題となっています。将来を担

う若年世代に歴史文化資源への興味・関心を高めてもらう必要があ
ります。歴史文化資源は、幅広い世代の多くの方々がその価値に気
づくことで、次世代へと着実に継承されます。幅広い世代が歴史文
化資源に親しみ、その魅力を実感できる機会の創出が必要です。 

 
２．２．２．２． 基本目標と基本目標と基本目標と基本目標と評価評価評価評価指標指標指標指標    

    
以上の現状と課題を踏まえ、歴史文化資源活用施策における第２期

の基本目標及び評価指標を、次のとおり設定します。 
 

（１）基本目標 
・歴史文化資源の本質的価値の理解につながる積極的活用の推進

と継承 
・世界遺産などの歴史文化資源が身近に感じられる環境づくり 

 
（２）評価指標 

 上記（１）に示した基本目標の達成度を検証するため、次のとお
り評価指標を設け、それぞれの目標値を次のとおり定めます。 

  



 

26 
 

 
評価指標 目標値 

将来的に奈良県に「ずっと住みた
い」または「一度は県外に出て
も、奈良県に戻って住みたい」理
由として、「奈良県や身近な地域
に愛着を感じるから」を挙げる県
⺠の割合 
【出典：県⺠アンケート】 
 

第２期最終年度までに、50％に
高めます。 
 
【令和３年度：(40.9％)】 

将来的に奈良県に「ずっと住みた
い」または「一度は県外に出て
も、奈良県に戻って住みたい」理
由として、「世界遺産や文化財な
どが多く、歴史的な雰囲気を感じ
るから」を挙げる県⺠の割合 
【出典：県⺠アンケート】 
 

第２期最終年度までに、40％に
高めます。 
 
【令和３年度：(33.6％)】 
 

「文化遺産や史跡が大事にされて
いること」に対する県⺠の満⾜度
評価の平均点数（5段階評価 5 点
満点） 
【出典：県⺠アンケート】 
 

第２期最終年度まで継続して、毎
年度平均点数を 3.5 点以上維持し
ます。 
 
【令和３年度：（3.57 点）】 

「自分が住んでいる地域に活気が
あり、魅力のある地域になってい
ること」に対する県⺠の満⾜度評
価の平均点数（５段階評価５点満
点） 
【出典：県⺠アンケート】 
 

第２期最終年度までに、平均点
数を 3.0 点にします。 
 
【令和３年度：(2.76 点)】 
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第Ⅳ章第Ⅳ章第Ⅳ章第Ⅳ章    歴史文化資源活用施策歴史文化資源活用施策歴史文化資源活用施策歴史文化資源活用施策の方向性の方向性の方向性の方向性    

今回の大綱改定にあたっては、「文化財の保存」、「文化資源の活用」、
「文化活動の振興」のそれぞれの意義を確認した上で、文化財を保存し
て活用につなげること、歴史文化資源を活用することで文化活動がより
豊かなものになるという、本県文化振興の考え方を明確化しました。 

これを意識しつつ、第Ⅲ章で取り上げた課題と基本目標の達成に取り
組むため、第２期に展開する歴史文化資源活用施策の方向性を次のとお
りと定めます。 

 
１．１．１．１． 歴史文化資源活用施策について歴史文化資源活用施策について歴史文化資源活用施策について歴史文化資源活用施策について    

    
（１）歴史文化資源の積極的活用及び継承に関する活動の促進 

歴史文化資源の積極的活用及び継承に関する活動の促進を図るた
め、県⺠が歴史⽂化資源に親しみ、歴史⽂化資源の意義を学ぶこと
ができる機会の提供その他の必要な施策に取り組みます。 

歴史文化資源は、文化資源そのものだけでなく、その時代背景、
作られた経緯、制作者の意図・精神など、様々な複合的情報と共
に、それぞれの人が主体的に考えることにより、その本質的価値の
理解へとつながります。県内外及び世界の人々が本県の歴史文化資
源の本質的価値に触れ、その理解につながるような取組を進めま
す。 

なら歴史芸術文化村を拠点として、「『なぜ？』が芽生える。『知
る』を楽しむ。」をテーマとした歴史文化資源活用施策に取り組み
ます。 

歴史文化資源の活用にあたっては、ターゲットを意識し、ニーズ
に応じた活用の手法を取り入れます。 

社寺等歴史文化資源の所有者、市町村、各地域の方々及び公共交
通機関等と連携し、魅力的な催事や付加価値の高い周遊ルートの形
成等に取り組み、誰もが歴史文化資源の魅力に触れられる取組を展
開します。 
新たな世界遺産の登録に向け、「飛鳥・藤原の宮都とその関連資

産群」についての理解度向上・登録への機運醸成につながる取組を
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進めます。 
海外での仏像展示を開催したノウハウを生かし、世界に向けて本

県の歴史文化資源を展示・発信する施策に取り組みます。 
庁内の観光やまちづくり担当部局とも緊密に連携し、本県の個性

ともいえる豊かな歴史文化資源が幅広い分野において本県の魅力向
上につながるよう取り組みます。 

 
（２）歴史文化資源の把握及び発信 

歴史文化資源を把握するとともに、有識者との意見交換を重ねな
がら、分かりやすく発信するための施策に取り組みます。歴史文化
資源への理解を深め、その魅力を実感することで地域の魅力向上に
つなげます。 
未指定の文化財を含む各地域で大切にされている歴史文化資源の

データベースである「いかす・なら」の充実に取り組みます。 
また、各時代の歴史文化資源のストーリーや伝承を発信するホー

ムページの充実、デジタル技術を活用した情報発信の推進、県内の
魅力的な歴史文化資源の掘り起こしに取り組みます。 

 
（３）人材育成等 

歴史文化資源の活用及び継承を担う人材の育成を図るため、歴史
文化資源に触れる機会の提供、教育機関における学習の支援、文化
財の修復に係る講習の実施等必要な施策に取り組みます。 
将来を担う若年世代が歴史文化資源に対する興味・関心を深め、

次世代への継承を担うことが重要であるため、歴史文化資源学習の
機会の創出に取り組むとともに、文化財の保存・修理に携わる技術
者を増やすための人材育成に取り組みます。 

 
（４）交流の促進 

歴史文化資源に関する理解の促進を図るため、国内外における本
県の歴史文化資源を紹介する機会の確保、歴史文化資源に関する研
究に係る地域間交流及び国際交流の促進その他の必要な施策に取り
組みます。 
海外での展覧会開催や相互交流等、国内外との歴史文化資源に関

する交流を通じて、その魅力を広く世界中に知ってもらえるような
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施策に取り組みます。 
 

（５）文化財の修復、公開等に対する支援 
歴史文化資源のうち、滅失・毀損のおそれのある文化財について

は、その保存及び活用を図るため、その修理、公開その他必要な支
援に取り組みます。 

奈良県文化財保存活用大綱に沿った文化財の保存と活用に関する
取組を進めるとともに、市町村及び⺠間団体への⽀援に関する施策
に取り組みます。 

 
（６）地域住⺠の誇りの醸成等 

県⺠がその居住する地域の⽂化に対する理解及び関⼼を深めると
ともに、誇りと愛着を持つことができるよう、地域住⺠が主体とな
る歴史文化資源の活用及び継承の推進に係る取組に対する支援その
他の必要な施策に取り組みます。 

歴史文化資源ゆかりの地域と連携した催しの実施や、県立歴史文
化資源活用関連施設での地域と連携した取組を実施します。 

また、各地域における地域文化の発信拠点である市町村立施設と
の連携を進めます。 
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第Ⅴ章第Ⅴ章第Ⅴ章第Ⅴ章    施策の展開施策の展開施策の展開施策の展開    

第Ⅳ章で示した施策の方向性に基づき、次のとおり施策を展開しま
す。 

 
１．１．１．１． 歴史文化資源活用施策について歴史文化資源活用施策について歴史文化資源活用施策について歴史文化資源活用施策について    

    
（１）歴史文化資源の積極的活用及び継承に関する活動の促進 

歴史文化資源の積極的な活用及び継承につなげるため、有識者の意
見を踏まえながら、国際交流にも光を当てつつ、以下の取組を実施し
ます。 

・歴史文化資源との対話を促し、その本質的価値の理解につなげる
ため、各種事業を展開します。 

・各種事業を実施する際には、市町村、関係する他の都道府県、社
寺等と連携を図り、ニーズに沿ったターゲットを定めた事業を実
施します。 

・なら歴史芸術文化村において、考古遺物、建造物、仏像、絵画・
書跡の 4 分野の修理現場の公開、対話による解説を行うほか、Ｖ
Ｒ映像等のデジタルコンテンツを活用した体験講座等を実施しま
す。 

・なら歴史芸術文化村において、地域の文化財や同村において修理
を実施した文化財等の企画展示を行うほか、社寺や文化財修復関
係者の講演、体験を重視した企画等を開催します。 

・「飛鳥・藤原」の世界遺産登録へ向け、「飛鳥・藤原」の価値を情
報発信し、国内外の機運醸成を図ります。 

・世界遺産登録を目指す「飛鳥・藤原」の構成資産である地下遺構
は、一見して価値が分かりづらいため、史実に基づいた構成資産
の持つストーリーを動画コンテンツ等で可視化し、理解を促しま
す。 

・世界遺産ジャーナル（日本語版・英語版）を発行し、世界遺産へ
の理解を促進するとともに、県内既存の３資産（「法隆寺地域の
仏教建造物」、「古都奈良の文化財」、「紀伊山地の霊場と参詣
道」）や登録を推進する「飛鳥・藤原」について紹介します。 
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・世界に向けて奈良の歴史文化資源の魅力を発信することを目的と
し、仏像や考古遺物、仏教美術、県内の美術工芸品等の歴史文化
資源の海外での展覧会開催に向けた準備を進めます。 

・歴史文化資源を多角的に活用し、有識者の意見を基にしたストー
リー性を重視した歴史へのアプローチにより国内外の多くの方に
歴史を追体験していただくための取組として「なら記紀・万葉プ
ロジェクト」を継続展開します。 

・本県ゆかりの歴史的出来事の記念年等に合わせ、その歴史的出来
事等を「なら記紀・万葉プロジェクト」の主要テーマと位置づ
け、国際交流にも光を当てながら、講演会や体験イベント等の催
しや情報発信を行います。 

・文化庁の補助事業等を活用し、本県が誇る歴史文化資源を活用し
たイベント等を継続して実施します。 

・「いかす・なら地域計画」に基づき、文化観光拠点施設と位置づ
けた県内６つの文化施設（奈良国立博物館、県立文化施設等）を
中核とした周遊宿泊型の観光を促進するとともに、文化観光拠点
施設の利便性向上のための整備や社寺等と連携した事業を実施す
るなど、文化観光の推進に資する取組を実施します。 

・橿原考古学研究所における、発掘調査現場の公開等、実際に現地
を訪れることで体験することができる特別な機会を創出します。 

・橿原考古学研究所附属博物館において、考古学や歴史に対する県
⺠・国⺠の理解を深める機会となるよう、テーマを定めて展覧会
を開催します。 

・万葉文化館において、「万葉古代学（『万葉集』及びこれに関連す
る古代文化に関する調査研究）」について、専門分野にとらわれ
ない学際的な研究、国際的な視野をもった研究や一般に開かれた
研究を進めます。また、それらの研究成果をシンポジウムや公開
講座、研究年報の発行等により、広く一般に公開します。 

・万葉文化館において、『万葉集』を中心とした古代文化の魅力を
展覧会や講座等多様なイベント等の実施を通じて発信します。 

・万葉文化館において、文学・歴史的な意味合いをテーマとする美
術的価値が高い作品を展示するなど、視覚による『万葉集』の普
及に努めます。また、万葉日本画を展示することで、日本の伝統
技法に培われた日本画への理解を深めるとともに、優れた芸術の
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鑑賞機会を提供します。 
・⺠俗博物館において、奈良に暮らす人々が改良と工夫を重ねなが
ら伝えてきた「⼤和の⺠俗資料」等を活用して、多彩なイベント
に取り組みます。 

・⺠俗博物館において、古⺠家の保存修復を進めるとともに、修理
現場を公開し、併せて多様な撮影の舞台装置として活用します。 

・図書情報館では、調査研究機関として、県⺠の多様な資料要求に
対応できるよう、時宜に適した新規資料を継続的に収集していき
ます。 

・歴史文化資源を活用する施策を推進するにあたり、歴史文化資源
活用関連施設と連携して、歴史文化資源の積極的活用及び継承に
関する活動の促進に係る取組を実施します。 

 
（２）歴史文化資源の把握及び発信 

本県の歴史文化資源の総合的・積極的な発信を図り、広く本県の歴
史文化資源への関心を高めるため、以下の取組を実施します。 

・世界遺産登録を目指す「飛鳥・藤原」の広報ホームページを活用
し、県内市町村と連携しながら「飛鳥・藤原」の構成遺産を紹介
するとともに、世界遺産登録に向けた広報を進めます。 

・歴史文化資源の掘り起こしのため、未指定文化財を含めた各地域
で大切にされている歴史文化資源の情報を掲載した奈良県歴史文
化資源データベース「いかす・なら」のデータ掲載数を充実させ
ます。 

・「なら記紀・万葉プロジェクト」講演会等、歴史文化資源の活用
に関する取組により得られた成果を蓄積し、ホームページで広く
発信します。 

・歴史文化資源を活用した取組について、スマートフォンで閲覧で
きる動画配信サイトや SNSを利用するなど、新しい情報発信の
試みを進めます。 

・本県ゆかりの歴史の記念年等に合わせて、今まで注目されていな
かった歴史的な出来事等に着目し、歴史文化資源の掘り起こしを
進めます。 

・発掘調査成果を橿原考古学研究所デジタルアーカイブによって公
開し、県⺠による活⽤の機会を増やします。 
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・⺠俗博物館において、文化財の活用と魅力発信のため、⼤和⺠俗
公園内に県内各地から移築復元されている古⺠家を会場に、県⺠
主催のコンサートや朗読会等のイベントを開催します。 

・⺠俗博物館において、県内から移築復原されている古⺠家を利⽤
した体験型イベント等を開催します。 

・⺠俗博物館において、ICT技術を活用してゾーニングとストーリ
ー性を加味した VR展示をするとともに、情報端末アプリ等を活
用してむかしのくらしを解説します。 

・万葉文化館において、研究員がそれぞれの視点から取り組んでい
る万葉古代学の最新の研究成果をわかりやすく紹介する講座、
『万葉集』の歌々を数首ずつ取り上げて丁寧に読み解く講座等を
開催します。 

・図書情報館において、県が保有する近世奈良の様子を伝える古文
書群を翻刻するなど、本県の歴史の掘り起こしを行います。 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大などにより、イベントに参
加できない方にも歴史文化資源活用イベントの様子を閲覧できる
よう動画配信を充実します。 

 
（３）人材育成等 

歴史文化資源を次世代へ継承するため、歴史文化資源に親しみ、歴
史文化資源の意義を学ぶことができる機会の提供を行います。 

・なら歴史芸術文化村において、文化財に触れ体験する機会を設け
るとともに、文化財修復技術に係る講座等を開催します。 

・なら歴史芸術文化村において、文化財建造物の保存修理を担う大
工・左官・瓦製作等の人材を育成するための講座を実施するとと
もに、奈良南高校と連携して建造物の伝統的工法に関する授業を
実施します。 

・高校生を対象に歴史地理関連のレポートを募集し、優秀者が発表
するフォーラムを県内大学等と連携して開催します。 

・アジア太平洋地域の文化財保護協力の国内拠点として、さまざま
な保護協力事業を実施している ACCU奈良事務所の活動を支援
します。 

・橿原考古学研究所において、法隆寺国際高校歴史文化科の生徒を
対象に「歴史文化科専門科目」として「考古学」の講義を実施
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し、歴史文化資源の魅力とその保存や活用について学んでもらい
ながら人材育成を行います。 

・歴史文化資源活用関連施設において、博物館実習や職場体験の受
入等、歴史文化資源に興味をもつ人材を育成します。また、学校
との連携事業を企画し、小学校団体見学を受け入れます。 

 
（４）交流の促進 

歴史文化資源に関する理解の促進を図り、県内外・国内外における
本県の歴史文化資源を紹介する機会の確保、国際交流を行うことを目
的に、以下の取組を実施します。 

・世界遺産暫定一覧表に記載された「飛鳥・藤原」の世界遺産登録
実現に向け、県、橿原市、桜井市、明日香村が連携して世界遺産
「飛鳥・藤原」登録推進に取り組みます。また、世界遺産登録の
機運醸成を行うための講演会等を実施します。 

・仏像や考古資料等の歴史文化資源の海外での展覧会開催に向け取
組を進めます。また、展覧会との一体的な情報発信事業を展開
し、展覧会を契機として国内外から本県への誘客につなげます。 

・橿原考古学研究所において、古代歴史文化の調査研究に関心のあ
る地方自治体と連携し研究を進め、日本全体としての大きな古代
史の流れの解明に取り組み、講演会等により全国に歴史文化情報
を発信します。 

・橿原考古学研究所において、講演会や研究会の公開等によりアジ
アの中心的な考古学研究機関や博物館との研究交流を実施しま
す。 

・橿原考古学研究所において、宗教儀礼や宝物として奈良の歴史に
織り込まれたユーラシア文化を明らかにする研究交流を行いま
す。 

・橿原考古学研究所において、研究員の海外派遣や海外からの受け
入れを実施し、海外との文化交流を通して現代の考古学における
発掘調査によって出土した遺物の整理とその保存技術等の研究を
行います。 

・歴史文化資源を活用する施策を推進するにあたり、歴史文化資源
活用関連施設と連携して、県内の交流を促進する取組を実施しま
す。 
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（５）文化財の修復、公開等に対する支援 

歴史文化資源のうち、文化財の保存及び活用については、奈良県文
化財保存活用大綱で定めるもののほか、次の取組を実施します。 

・県内の世界遺産「法隆寺地域の仏教建造物」「古都奈良の文化
財」「紀伊山地の霊場と参詣道」の保存活用を行います。 

・市町村が実施する国指定史跡等の文化財の積極的な活用につなが
る整備活用、土地買い上げ、学術発掘調査等に対して支援を行い
ます。歴史文化資源の積極的な整備活用を進めることで、文化観
光戦略等の推進を図り、市町村が地域の活性化を目指すことも支
援します。 

・未指定文化財を含む地域の歴史文化資源を活用した地域振興に資
する取組を実施する県内の市町村、歴史文化資源の所有者・管理
者や団体等に対して、補助金を交付します。 

 
（６）地域住⺠の誇りの醸成等 

県⺠が居住する地域の歴史⽂化資源に対する理解及び関⼼を深める
とともに、誇りと愛着を持つことができるよう、以下の取組を実施し
ます。 

・「なら記紀・万葉プロジェクト」において、各地域で大切にされ
ている歴史にまつわるストーリーを取り上げ、発信します。 

・「記紀・万葉」など奈良県ゆかりの文献史料、歴史上の人物等に
かかる幅広い歴史文化資源を活用した地域振興に資する取組を支
援するため、歴史文化資源を活用した事業を実施する団体等に補
助金を交付します。 

・なら歴史芸術文化村において、地域の文化財に着目した企画展示
等を実施します。 

・各歴史文化資源活用関連施設において、地域の方に親しみや愛着
をもってもらえるにぎわいの創出とともに、地域と連携しながら
広報活動を進めていきます。 

・橿原考古学研究所室生埋蔵文化財整理収蔵センターを活用して、
考古資料・⽂献・美術⼯芸・建造物・⺠俗といった多様な歴史的
視点から県南部東部地域の歴史文化を学ぶ場を提供します。 

・⺠俗博物館において、県内各地の風⼟を反映した特⾊のある古⺠
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家やくらしの中で改良を重ねながら使われてきた様々な用具など
の収蔵資料を活用した展示やイベントを展開します。 

・図書情報館の立地を活かし、コンサートや公開講座を開催して
「親しみ」「学び」「知的好奇心の喚起」といった佐保川周辺の文
化活動に取り組みます。 

 
２．２．２．２． 歴史文化資源活用関連施設について歴史文化資源活用関連施設について歴史文化資源活用関連施設について歴史文化資源活用関連施設について    

    
県有の歴史文化資源活用関連施設は次のとおりです。 
これらの施設を活用し、文化施策の効果的な展開を図ります。また、

文化分野のみならず観光や産業分野等とも連携し、地域の振興にもつな
がる施設運営に努めます。    

施設名 所在地 特徴 

なら歴史芸術文化
村 天理市 

令和 4 年３月に開村。歴史文化資源の
活用及び文化活動の振興により心豊か
な県⺠⽣活の実現に資するとともに、観光、産業等の分野と連携した施策の
実施により地域振興に寄与する施設。 

橿原考古学研究所
附属博物館 橿原市 

昭和 15 年、大和国史館として開館。変
遷ののち、昭和 55 年 4 月、橿原考古学
研究所附属博物館となり、同年 10 月、
現在の建物となる。日本発祥の地「奈
良」の歴史を展示紹介する博物館で、
歴史教育施設、観光施設とその役割は
大きい。国宝、重要文化財をはじめと
する貴重な文化財を多数所蔵する。 

万葉文化館 
高市郡
明日香
村 

平成 13 年に万葉のふるさと・奈良にふ
さわしい『万葉集』を中心とした古代
文化に関する総合文化拠点として開
館。日本の古代文化に関する調査・研
究機能、万葉に関する文化の振興を図
る展示機能、万葉集に関する情報の収
集提供を行う図書・情報サービス機能
を併せ持っている。 
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施設名 所在地 特徴 

⺠俗博物館 大和郡
山市 

昭和 49 年に開館。⼤和⺠俗公園内に位
置し、奈良のくらしを伝える多種多様
な資料を展示。また、広々とした公園内には、県内各地から移築された江⼾
時代の古⺠家が建ち並び、四季折々の景色を楽しみながら奈良の風土にふれ
ることができる。 

図書情報館 奈良市 

平成 17 年に文化情報の発信基地として
の役割を担った県立の総合図書館とし
て開館。収蔵図書は一般書籍をはじ
め、奈良の歴史や文化に関する書籍・
史料等現在約 77万冊の蔵書を誇り、ま
た全国でも珍しい「戦争体験文庫」を
有する図書館である。 

同和問題関係史料
センター 奈良市 

平成５年に開館。県内各地の部落差別
に関する史料の保存及び調査研究を行
い、部落差別の解消をめざす取組を進
めるため設置された施設で、展示室、
収蔵庫、研修室、研究室等を有する。 

 
以上の施策を、新型コロナウイルス感染症の状況その他歴史文化資源

活用を取り巻く環境の変化を鑑みながら展開します。なお、第２期最終
年度には、第Ⅲ章で設定した評価指標の達成度を測り、成果を検証する
こととします。 
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巻末巻末巻末巻末    

参考資料参考資料参考資料参考資料    

１．１．１．１． 県内の市町村立歴史文化資源活用関連施設の一覧県内の市町村立歴史文化資源活用関連施設の一覧県内の市町村立歴史文化資源活用関連施設の一覧県内の市町村立歴史文化資源活用関連施設の一覧    

県内市町村が有する歴史文化資源活用関連施設は次の通りです。 
 
市町村名 施設名称 主な機能 

奈良市 

奈良市埋蔵文化財調
査センター 

奈良市内の埋蔵文化財の発掘・
調査・研究を実施。 

発掘調査出土品の整理・保存・
保管・公開活用を実施。 

史料保存館 

奈良市の歴史を調査研究する上
で基礎となる資料の収集・整理・
保存を行う。 
保管資料の適切な管理と公開活

用。 
保管資料を通じて奈良町の魅

力・歴史文化情報を発信。 

昔のくらし館 
⺠俗資料を展⽰。 
小学生等の社会科学習、郷土学

習、あるいは公⺠館活動等に利
用。 

上深川歴史⺠俗資料
館 

ユネスコ無形文化遺産、重要無
形⺠俗⽂化財「題目⽴」の伝承の
拠点としての役割を持つ。 

「題目立」及び地域に残る歴史
資料等の収集・保管。 
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市町村名 施設名称 主な機能 

大和郡山
市 町家物語館 

地域間の交流を深め、ふれあい
の場または新たなコミュニティを
創出する場としての役割。 
学術的価値を有する歴史的文化

建造物の魅力発信。 
まちの歴史・文化を語り継ぐ貴

重な空間の創出。 
魅力ある観光資源としてまちの

活性化に資する役割。 

 
箱本館「紺屋」 

喫茶「和気藍々」の開設、金魚
水槽や金魚コレクションの展示に
より、地域間の交流を深め、ふれ
あいの場または新たなコミュニテ
ィを創出する場としての役割を担
う。 
元々、藍染商を行われていた町

家を改装した建物であるため、藍
染商品開発や藍染体験の実施を通
して、まちの歴史・文化を語り継
ぐ貴重な空間を創出。 

上記内容を用いて、魅力あるコ
ンテンツを提供しながら観光資源
として活用。 

天理市 天理市⽴⿊塚古墳展
示館 

史跡⿊塚古墳のガイダンス施設
として、⿊塚古墳の実物⼤復元⽯
室と三角縁神獣鏡の複製品などを
展示している。 

大和郡山
市 
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市町村名 施設名称 主な機能 

橿原市 

歴史に憩う橿原市博
物館 

史跡 新沢千塚古墳群のサイト
ミュージアムとしての役割を持
つ。 

展覧会や啓発活動を通して、文
化財愛護の精神や郷土愛を醸成。 
学校との教育連携を推進。 

橿原市藤原京資料室 

特別史跡藤原宮跡の中心部であ
る大極殿跡の近隣に位置し、694
年に創都された日本初の都「藤原
京」について、解説パネルや出土
品、6ｍ×7ｍの藤原京復元模型な
どを展示し藤原京の普及啓発に努
めている。 

桜井市 桜井市立埋蔵文化財
センター 

桜井市内の埋蔵文化財に関する
様々な業務を担う。 

文化財に関する講演会や報告会
をはじめ、体験講座や遺跡ウォー
クなどのイベントなど、桜井市の
文化財を活用した様々な普及啓発
活動を実施。 

市内の発掘調査や研究の成果を
社会に普及し、地域文化の振興に
役立てる場。 

五條市 市立五條文化博物館 

五條市内の文化財に関する様々
な業務を担う。 

展示等の五條市の文化財を活用
した様々な普及啓発活動を実施
し、地域文化の振興に役立てる場。 
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市町村名 施設名称 主な機能 

五條市賀名生の里 
歴史⺠俗資料館 

五條市⻄吉野町に関する展⽰等
の普及啓発活動を実施し、様々な
地域文化の振興に役立てる場。 

五條市大塔郷土館 

⼤塔地域の⾃然、歴史、⺠俗等
に関する資料を保管し、展示する
業務を担う。 

地域の食文化を知ってもらえる
ようレストランの営業も行う。 

生駒市 生駒ふるさとミュー
ジアム 

生駒の歴史文化の情報発信、郷
土学習の拠点として、子どもから
大人まで、多くの人たちが訪れて
楽しみながら学ぶ場としての役割
を持つ。 

国の登録有形文化財である施設
の保存、活用。 

市内の遺跡から出土した土器、
古⽂書、さまざまな⺠具の展⽰。 
特別展・企画展の開催。 
歴史講演会や講座、体験学習（勾

玉・土笛づくり）等の実施。 
資料閲覧室における歴史・⺠俗・

考古学等の史料による自主学習の
場の提供。 
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市町村名 施設名称 主な機能 

香芝市 香芝市二上山博物館 

市内及び二上山周辺地域を中心
とした考古・歴史・自然資料の収
集・保存・展示・調査研究を実
施。 

市内遺跡及び埋蔵文化財の発掘
調査・研究を実施。 

展覧会や講演会等の開催。 
他の博物館、学校、研究機関と

の連絡及び協力。 

香芝市 尼寺廃寺跡学習館 

史跡尼寺廃寺跡の発掘調査にて
見つかった、現存するものとして
は日本最大の巨大な塔心礎の模型
と、舎利荘厳具の出土状況を復元
展示。 

全国で初めて判明した塔基壇の
構築過程の土層を剥ぎ取った土層
断面（実物）を展示。 
太子道を歩く人々の憩いの場と

しての役割を持つ。 
市内外問わず多くの人々が訪れ

て、見て実感して学べる場として
の役割。 

葛城市 葛城市歴史博物館 

葛城市内の考古資料、文書資
料、⺠俗資料を収集・所蔵。 
所蔵品の整理および調査研究を

実施。 
所蔵資料の公開と活用。 
歴史講座を開催し、葛城地域の

歴史について教育普及活動を実
施。 
小・中学校との連携や、地域公

⺠館での教育普及活動を実施。 
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市町村名 施設名称 主な機能 

葛城市相撲館「けは
や座」 

相撲の開祖・當麻蹴速を顕彰す
るために開館した全国でも珍しい
相撲の資料館。1階中央には本場
所と同サイズの土俵があり、誰で
もあがることができる。2階には
様々な資料を展示しており、所蔵
資料数は約 1万 2,000 点。また、
敷地内には當麻蹴速を偲んで建て
られた塚がある。 

宇陀市 
旧細川家住宅   
宇陀市歴史文化館 
薬の館 

細川家は、旧藤沢薬品工業（ア
ステラス製薬(株)）の創始者・藤
沢友吉の⺟⽅の実家で、江⼾時代
末期に建てられた薬師問屋とし
て、現在は宇陀市指定文化財。 
館内では、大宇陀地区の歴史資

料をはじめ、藤沢薬品や細川家ゆ
かりの資料などを展示し、藤沢薬
品工業（株）東京支店の屋上広告
として設置されていた、巨大な木
製の「鐘馗像」を展示。 

山添村 歴史⺠俗資料館 

山添村内の文化財や史跡などを
縄文時代から近代までの時代を追
って展示。 

歴史講座として伝統料理教室な
どを行う場所として活用。 

斑鳩町  
斑鳩町文化財活用セ
ンター 

国指定史跡藤ノ木古墳の学習を
中心に斑鳩町の文化財の調査・研
究および情報発信の拠点。 
常設展示では藤ノ木古墳出土品

のレプリカ展示や紹介映像等によ
り、藤ノ木古墳を中心に斑鳩の歴
史・文化を学習できる。 
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市町村名 施設名称 主な機能 

 斑鳩町立図書館 聖
徳太子歴史資料室 
（いかるがホール
内） 

「斑鳩」に関する郷土資料を収
める歴史資料室。 
江⼾末期以降に出版された和

書・貴重書、法隆寺や⻯⽥の古い
旅行案内・絵葉書・絵図などを所
蔵。 

法隆寺・中宮寺・法輪寺などの
寺社資料、歴史愛好家からの寄贈
書や斑鳩在住の方の著作が閲覧可
能。 

安堵町 安堵町歴史⺠俗資料
館 

安堵町に関する古⽂書・⺠俗資
料等の保存、調査を実施。 
安堵町の歴史・文化を知り、学

ぶことができ、またその発信を担
う場。 

展示だけでなく講座を通じた生
涯学習支援や体験会等により地域
の活性化や文化観光の推進を図る
拠点。 

田原本町 唐古・鍵考古学ミュ
ージアム 

日本を代表する弥生時代の環濠
集落である唐古・鍵遺跡の考古資
料を中心に展示。 
唐古・鍵遺跡から出土した豊富

な実物資料をもとに、約２０００
年前の弥生時代の生活文化を知る
ことができる。 

明日香村 明⽇⾹⺠俗資料館 
明日香村の食や農に関する祀り

や道具を通じて、明日香の歴史的
な風土や景観形成について紹介。 

斑鳩町 
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市町村名 施設名称 主な機能 

明日香村 
 

明日香村埋蔵文化財
展示室 

明日香村文化財課が発掘調査を
行ってきた遺跡の出土品を中心に
展示。 

南都明日香ふれあい
センター犬養万葉記
念館 

「万葉風土学」を提唱した万葉
集研究の第一人者・故 犬養孝氏
の業績を顕彰する記念館。 

広陵町 広陵町文化財保存セ
ンター 

特別史跡巣山古墳から出土した
喪船（レプリカ）や埴輪類（水鳥
形埴輪、盾形埴輪、蓋形埴輪、家
形埴輪、柵形埴輪、囲形埴輪、円
筒埴輪、朝顔形埴輪、壺形埴
輪）、牧野古墳から出土した馬
具、須恵器等を常設展示すること
で、文化財の保存と活用を図り、
町⺠の⽂化財に関する知識の普及
機能を持つ。  

河合町 河合町中央公⺠館 
文化財展示室 

国指定史跡の乙女山古墳・大塚
山古墳群・ナガレ山古墳・佐味田
宝塚古墳をはじめ、河合町内の遺
跡から出土した遺物を展示してい
る。予約申込により見学可能。 
秋の文化祭期間中に文化財展と
不定期にミニ展示を実施。 

吉野町 吉野歴史資料館 
宮滝遺跡についての展示。 
吉野宮とゆかりの深い遺跡であ

るため、壬申の乱や『万葉集』に
ついての情報発信を実施。 
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市町村名 施設名称 主な機能 

下市町 下市観光文化センタ
ー 

日本最初の商業手形「下市札」
の展示（原本は図書館内にて保
管） 

町内古墳や遺跡からの出土品な
どを展示 
各種古文書などを展示  

⿊滝村 ⿊滝村⺠俗資料館 
「吉野林業の華」とうたわれた

樽丸をはじめ、林業、暮らし、歴
史の４つの分野に焦点をあてた展
示。  

天川村 村立資料館 

洞川区⺠の⽣活道具の歴史、
（山仕事・曲げ物しゃこ・ご飯し
ゃくし・酒樽作りの道具等）、ま
た山岳信仰の様子を示す数々の資
料を展示。  

山上ヶ岳歴史博物館 
1983 年から 1986 年に行われ

た大峰山寺の解体修理の際に出土
した宝物や出土品を収蔵。 

十津川村 

⼗津川村歴史⺠俗資
料館 

村にまつわる歴史資料を収集
し、保存に努める。 

村の歴史や、関係する著名人、
明治の大水害等について展示し、
十津川村の歴史について発信。 

十津川村教育資料館 
村の有形文化財として登録され

た旧武蔵小学校を活用し、主に昔
の教育資料について展示を行う。 

天川村 
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市町村名 施設名称 主な機能 

下北山村 下北⼭歴史⺠俗資料
館 

資料等を村の文化財として保存
し新たに村⺠⽂化を創造する場と
して、設置。 
多くの人達が訪れて楽しみ、学

ぶ場や資料提供としての役割を持
つ。 

村内出身の歴史的に偉大な人物
の功績や作品などを展示。 

東吉野村 東吉野村⺠俗資料館 
郷土の風俗、慣習にかかわる生

活⽤具等の⺠俗資料を総合的に保
存。 

 
 


